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異 業 種 交 流 情 報 交 換 誌
－ 建設・環境・エネルギー・農業・食品・健康・美容・化粧品・医療・IT等

独自の技術と豊富な経験の融合・新ビジネスを創出[機会共有] －

【コラム】【月例会】 【会員PR】

１．ﾐﾐｽﾞ乾燥粉末（LRⅢ）について ｴﾝﾁｰﾑ(株) 森田敏晃

２．ﾐﾆｸﾛｰﾗ（除菌洗浄水生成器） (株)ﾄﾘｽﾀｰ

３．ｱｼｽﾀﾝﾄ式業務用ﾁｪｯｸｼｰﾄ ｱｼｽﾀﾝﾄ(株) 米谷友里

【凡例】
①商品名

②対象者

③従来品との違い
④アピールポイント
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＜月例会発表商材＞ 毎月第３水曜日 1月20日（水）15時～ Ｍａｓｔｅｒｓ事務所にて開催

１．ﾐﾐｽﾞ乾燥粉末（LRⅢ）について ｴﾝﾁｰﾑ(株) 森田敏晃 （45分）

①ﾐﾐｽﾞ乾燥粉末（LRⅢ）含有食品

②全ての人が対象者に・・・特に体が資本の方 この人に倒れられると困るって方

③ﾐﾐｽﾞ乾燥粉末含有食品が1990年代に発売され2008年・2012年と原料が進化しました。

原料が進化した事により酵素比率を上昇させ、臭い等を大幅にｶｯﾄする事で一段と愛飲しやすくなりました。

④ﾐﾐｽﾞには色々な素晴らしいことがあります。文章で書く事が出来ませんがきっと喜んで頂けると思います。

日本特許 第４８０８８２２号

＜コラム＞第27回『ﾈﾊﾟｰﾙのﾄﾘｳﾑ熔融塩炉』

協同組合Masters顧問 霜田 稔（Mastersﾍﾞﾄﾅﾑ事業部ﾎｰﾁﾐﾝ駐在ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

新年明けましておめでとうございます。今年こそ次の世代に本当のｽﾃｯﾌﾟとなる年でありますよう、皆様と同じ思いで仏に祈ります。

２．ﾐﾆｸﾛｰﾗ（除菌洗浄水生成器） (株)ﾄﾘｽﾀｰ （45分）
①ﾐﾆｸﾛｰﾗ（除菌洗浄水生成器）の紹介
②管理職、一般社員
③ﾉﾛｳｨﾙｽ、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ、食中毒原因菌の除菌をする
④原料が水と食塩だけで、学校、幼稚園、保育園、老人介護施設、ﾎﾃﾙ、ﾚｽﾄﾗﾝで

使用できる。ｱﾙｺｰﾙや除菌剤よりも費用削減できる。

日本特許 第４８０８８２２号

他にも韓国 中国 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 台湾 ｶﾅﾀﾞ

EU諸国（ﾍﾞﾙｷﾞｰ ﾄﾞｲﾂ ﾃﾞﾝﾏｰｸ ｽﾍﾟｲﾝ ﾌﾗﾝｽ ｲｷﾞﾘｽ ﾊﾝｶﾞﾘｰ ｲﾀﾘｱ

ﾓﾅｺ ｵﾗﾝﾀﾞ ｽｲｽ）

特許出願中 ｱﾒﾘｶ 香港 ﾛｼｱ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｲﾝﾄﾞ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ｲｽﾗｴﾙ

詳細については20日にて宜しくお願い致します。

祈りが一致すれば、業でも良い方に転じていくのではないでしょうか。ﾌﾗｸﾀﾙ現象でもあるﾊﾞﾗﾊﾞﾗな思いの中で、同じﾍﾞｸﾄﾙなら業も動く。

これは仏教物理学といえるのではと思います。私の方は、昨年4月、5月に起きたｶﾄﾏﾝｽﾞ･ｸﾞﾙｶ震災復興の事前調査で、今回はARPAKの

堀口さんとJICAなどの支援事業の可能性を探るために、ﾍﾞﾄﾅﾑから12月にﾈﾊﾟｰﾙに来て、一人放浪調査をしています。ﾈﾊﾟｰﾙは鳥取時代

に十数人学生を毎年つれて「貧乏とは何か」を探る授業ﾂｱｰを6回ぐらい企画し、学生の人気を画した地であり、また、我々ﾌﾟﾗﾝﾅｰの先輩

に当たる川喜田二郎先生が、世界に誇る海外支援の哲学と実践的手法としてのＫＪ法を生み出した地域であり、また鳥取大学の医学部岩

村昇教授が、昭和30年代に奥山村医療を実践した国でもあり、また川口彗海仏教僧がﾁﾍﾞｯﾄに渡る途上に活躍した地域でもあります。

また、たくさんの日本の海外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが村の学校建設、眼科や歯科の治療支援に活躍してきている国です。

しかし、近代工業に関わる資源もｲﾝﾌﾗもなく、貧しさゆえに社会の近代化も不十分で、海外援助によって凌いできた国でもあり、また

1970年代から社会主義革命を至上命令とする武力闘争に全国土が巻き込まれてきた不運にさらされ、さらに国の発展の展望が持てない

ために、海外へ出て、ﾉｳﾊｳを持った人々が国に帰らず、頭脳流出が続くという業を背負ってきている国です。しかし、世界遺産の枠をはみ

出すほどの8000m級のﾋﾏﾗﾔ連山、日常的にいきたﾋﾝｽﾞｰ・仏教文化が見られる国であり、それと先端ｻｲｴﾝｽでも理解が可能な2000年を超

える仏教哲学の教学地でもあります。

このような宝を持っていながらも自然と歴史的に積み上がってきた宿命業の支配、そこから脱皮できずに悩んでいる国で、政治も最近

王制を廃止し、民主化が行われましたが、そう簡単に展開が出来ていません。その中で近代化はなぜ、そしてその戦略と戦術をどのように

考え、当面の復興支援に望んでいくのかが問われているように思います。

３．ｱｼｽﾀﾝﾄ式業務ﾁｪｯｸｼｰﾄ ｱｼｽﾀﾝﾄ(株) 米谷友里 （45分）
①社員の現状を把握するためのﾂｰﾙ「ｱｼｽﾀﾝﾄ式 業務ﾁｪｯｸｼｰﾄ」（管理職用、一般社員用）
②管理職、一般社員
③業務ｽｷﾙとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙの現状を把握し、取組むべき課題を

発見します。
能動的な業務遂行意識を高め、組織内での役割を認識し、企業
への帰属意識を高めることで、活気溢れる会社づくりをｱｼｽﾄします。

④自分の事は意外と自分ではわからないものです。「ｱｼｽﾀﾝﾄ式、
ﾁｪｯｸｼｰﾄ」では、組織内での役割に応じた業務の進め方やｽｷﾙ、
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を自己ﾁｪｯｸし、自身の強み・弱みが確認できます。
自身のあるべき姿の整理ができ、課題が明確になります。

この国に求められているのは、現実化が可能な具体的夢と、それに向けて実現する明確な手段ではないかと私は思います。1月12日こ

の唯一の大学とも言えるﾄﾘﾊﾞﾝ大学のｴﾈﾙｷﾞｰ学科と建築学科の先生方に私がﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの機会が与えられましたし、ﾁｬﾝﾈﾙ２というﾃﾚ

ﾋﾞ局のｲﾝﾀﾋﾞｭｰの機会が作られるとのこと。そこで私が3つのことを提案しようと思っています。それは第1にﾄﾘｳﾑ熔融塩炉という小型原子

炉、第2が大学主導で21世紀後半の国家、地域像の作成、そして第3が、広範な農村部で、また都市で、農都連携、産業興しも担う地域生

活組合共同体（COOP）の提案です。

第1は国家の基礎をなすﾈﾊﾟｰﾙに適したｴﾈﾙｷﾞｰ政策であると思いますので、ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑｻｲｸﾙの軽水炉原発に変わる小型なﾄﾘｳﾑ

熔融塩炉の開発推進です。液体金属のFlibeにﾄﾘｳﾑを溶け込ませ、それを循環させながら発電するシステムで炉内気圧は5気圧ですから

大したことはありません。ﾌﾘｰﾍﾟと呼ぶ塩は高温になっても膨張しません。それに比べ固形のため燃焼が完全でないｳﾗﾝ軽水炉は、150気

圧で水蒸気化を抑え、加えて水を使うことから水素爆発（福島事故）が起こる可能性を持っているわけです。ﾄﾘｳﾑ熔融塩炉の長所は、ﾌﾟﾙﾄ

ﾆｳﾑが発生せず、消滅さえ可能な安全で、平和利用の名実を持った炉であり、ﾈﾊﾟｰﾙの資源については、私はよくわかりませんが隣のｲﾝ

ﾄﾞも、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯｼｭ、ﾐｬﾝﾏｰ、ﾄﾙｺ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙでも地表面でも採集可能な資源で、ｳﾗﾝの5倍以上の埋蔵量が想定されています。また原理的に

は小型化が可能で、20ﾄﾝﾄﾗｯｸで運べるｽｹｰﾙ感を持っています。小型で維持管理が容易であるということは、まさにﾈﾊﾟｰﾙのような峻厳な

自然の条件の国では最適な方法であると思います。

この技術は、ｱﾒﾘｶで1960年代、4年間実施実験を行い無事故であった実績を持ちますが、原子力潜水艦などのﾐｻｲﾙ軍需技術優先と、

各技術独占のｱﾒﾘｶの世界戦略によって、世上に出ることを意識的に排除された技術でした。この数年、福島事故も関連し、ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ処理

の世論の動きなどからﾄﾘｳﾑへの関心が再燃してきました 日本でも民間のｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞが浮上しつつありますし 世界も民間ﾍﾞﾝﾁｬｰの動き

次回月例会は 2月1 日（水）1 時より開催します

の世論の動きなどからﾄﾘｳﾑへの関心が再燃してきました。日本でも民間のｲﾆｼｱﾃｨﾌ が浮上しつつありますし、世界も民間ﾍ ﾝﾁｬｰの動き

が浮上していますので実現する時間は近づいています。中国、ｲﾝﾄﾞは国家的な取り組みを行っています。

この技術の実現を加速化させ、ﾈﾊﾟｰﾙで可能となると様々な技術ﾈｯｸが解消されていくと思います。ﾈﾊﾟｰﾙ国土全体にまたがる鉄道網

と軽便鉄道、ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸが可能となりますし、山村地でのｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ作業、野菜工場、さらには鉄筋ならぬ炭素鉄筋、炭素製紙の皮膜製

造による耐震対策の充実などが可能となります。このようなﾋﾞｼﾞｮﾝを国家計画、地方計画として総合的発展計画を主導するわけです。

ﾄﾘｳﾑは10年先の中長期に実用可能となりますが、当面の停電や物資輸送問題には間に合いませんが、この夢を持てば人々は仲間を

集め貧窮に共同で耐えていけるのではないかと思います。我々の父親母親が戦後の食糧難を乗り切ってきたように。そしてその貧窮の貧

しきものが共同で乗り切っていく中で、地方、地域の共同体意識が立ち上がり、それが将来の地域産業投資の世論を形成していくのでは

ないかと創造します。

以上のようなことをﾄﾘﾊﾞﾝ大学の先生方に提起してみようと思って、今滞在しているﾎﾃﾙや町の人に説明して反応を見ています。大いに

賛同する人がいますので少々自信を深め、大胆になって来ています。考えてみればﾈﾊﾟｰﾙの問題でもありますが、日本海地域の問題と同

じではないかと感じています。

ﾄﾘｳﾑ熔融塩炉の科学的物理的反応などは 私はよく分かっていません。ﾄﾘｳﾑ熔融塩国際ﾌｫｰﾗﾑの先生方からのｻﾎﾟｰﾄを得て大胆に

提案しようと思います。また21世紀後半ﾋﾞｼﾞｮﾝは、今から50年前、西山卯三先生が中心となり、ﾋﾞｼﾞｮﾝ作りが行われています。地域生活共

同体の事例は生協もあり、また山村で出現している地域興しのNPOもたくさんあります。日本のこれらの人々との交流が大事であると思い

＜会員PR＞
（会社名 ：株式会社人力） 住所：神奈川県川崎市 業種：建設業（地盤改良工他） 平成27年1月入会

弊社は、地盤改良工事（高圧噴射工法、薬液注入工法）
の専門工事会社として、全国各地を飛び回っております。
お客様のニーズである、「安全」「品質」「早く」「安く」の期
待に応えることを社訓として社員一丸取り組んでいます。

近年は、土壌・地下水汚染の浄化対策の環境対策工事
の施工経験も積み、事業の幅を拡げ始めております。

現在および今後は、自然災害の復興事業、想定される
大規模地震の耐震対策事業等で、地盤改良工事の需要
は益々高まっていると認識しております。

また、環境保全の重要性も高まる中で、我々が担う役割
は増えていくものと考えております。

従って、これまで以上に、技術改良、人材育成にも注力し、
我々の事業を社会貢献に繋げていくよう邁進していきます。

地盤改良工事サービス提供メニュー 土壌地下水浄化工事 サービス提供メニュー

対象物質 対策技術 

ＶＯＣ 

バイオレメディエーション（注入・混合攪拌）

鉄粉（注入・混合攪拌） 

酸化剤（注入・混合攪拌） 

石灰混合法 

土壌ガス吸引、揚水 

油 

バイオレメディエーション（注入・混合攪拌）

酸化剤（注入・混合攪拌） 

地中洗浄法（注水・揚水） 

重金属 
掘削除去（場外搬出処理） 

不溶化剤混合攪拌 

地盤改良工 工法 

高圧噴射工法 

ＪＳＧ工法 

ＣＪＧ工法 

ＣＣＰ工法 

ＲＪＰ工法 

Superjet 工法 

Superjet-Midi 工法 

薬液注入工法 
二重管ストレーナ工法

ダブルパッカー工法 

深層混合処理工法 ＤＣＳ工法 

※独自の技術・商材に興味や情報をお持ちの方、コラボレーションにご興味のある方はお気軽にご連絡下さい。
連絡先：ＴＥＬ０６－６１１０－８０５０　Ｅ－ｍａｉｌ：ryu.takahara@masters.coop  協同組合Ｍａｓｔｅｒｓ　担当：濱出、高原

次回月例会は、2月17日（水）15時より開催します。ます。


